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令和５年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会  

第１回幹事会 
 

開催日時 令和５年８月１７日（木）１４：００～１６：００ 

開催場所 四日市商工会議所 ３階大会議室（オンライン併用） 

 

１ 議事次第  

・議決事項 第１号 協議会規約の改定について・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料１ 

・議決事項 第２号 幹事会会員の変更について・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

・議題 第１号 R５年度の協議会の進め方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料３ 

・議題 第２号 ワーキンググループ（WG）の実施報告・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

・議題 第３号 R５年度スマートシティ実装化支援事業の採択について ・・・・・・・資料５ 

・議題 第４号 スマート・インフラに係る検討について・・・・・・・・・・・・・・資料６ 

・議題 第５号 その他報告事項について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料７ 

 

２ 各議題の説明 

 

議決事項 第１号 協議会規約の改定について 

   本協議会会長を四日市市長 森智広から四日市市副市長 舘英次へ変更すること、またスマートシテ

ィ化に向けた事業の推進を具体化するために財務規定を追加することを理由として、本協議会規約を

改定することを提案いたします。詳細は資料１をご参照ください。 

つきましては、規約の改定に関して、本協議会規約第７条第５項の規定に基づき承認を求めます。 

 

議決事項 第２号 幹事会会員の変更について 

   本協議会会長は、令和５年６月に、中部電力株式会社（以下、中部電力）の林 俊弥氏から、および

令和５年７月に早稲田大学の有賀 隆教授から提出された本協議会への参画申込書を受け、両者に対

して協議会参画を委嘱しました。 これを受けて、本幹事会会長（四日市市副市長 舘英次）としては、

早稲田大学有賀教授が本協議会で実行するR５年度スマートシティ実装化支援事業の取組などにおい

て重要な役割を果たせ、また中部電力が本協議会で実現を目指すエネルギー関係の取組などにおいて

重要な役割を果たせるものとして、両者を幹事会に参画することを提案いたします。また、株式会社

日建設計から社名変更の届け出を受けております。詳細は資料２、及び別添３、４、５をご参照くだ

さい。 

つきましては、幹事会員の変更に関して、本協議会規約第７条第５項の規定に基づき、承認を求め

ます。 

 

議題 第１号 R５年度の協議会の進め方 

   前回（令和４年度第３回）幹事会で提示した今年度のスケジュール案を更新しております。詳細は

資料３を参照ください。 

 

議題 第２号 ワーキンググループ（WG）の実施報告 

   前回（令和４年度第３回）幹事会以降、データプラットフォームWGを１度、モビリティWGとモビリ

ティWG主催の分科会を１度ずつ開催いたしました。各WGの実施状況についてご説明します。詳細は資
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料４を参照ください。 

 

議題 第３号 R５年度スマートシティ実装化支援事業の採択について 

本年度５月、国土交通省都市局公募の「R５年度スマートシティ実装化支援事業」に、四日市市中

央通りにおける実証計画案を提出し、補助事業として採択されました。詳細は資料５をご覧くださ

い。 

 

議題 第４号 スマート・インフラに係る検討について 

 スマート化に向けたサービス展開のために必要なセンシング機器や通信機器等を「スマート・イン

フラ」として実行計画に記載しております。今年度工事発注が行われる中央通り再編の先行整備区間

（西２工区）において、上記の実装化支援事業の一環として「スマート・インフラ」の導入を行うべ

く検討を行っています。詳しくは資料６を参照ください。 

 

議題 第５号 その他報告事項について 

並行して検討を進める事項（データプラットフォーム、アイデアソン）についてご説明します。詳

しくは資料７－１、７－２をご確認ください。 

 

３ 資料 

 資料０：次第・議案書（本紙） 

 資料１-１：協議会規約の改定について 

 資料１-２：協議会規約の新旧対照表 

資料１-３：現行規約本文 

資料１-４：改定規約本文 

 資料２：四日市スマートリージョン・コア推進協議会会員の変更案 

資料３：今年度のスケジュールについて 

資料４-１：データプラットフォームWGの実施状況について 

資料４-２：モビリティWGの実施状況について 

資料５：スマートシティ実装化支援事業の概要について 

資料６：スマート・インフラに係る検討について 

資料７-１：データプラットフォームについて 

資料７-２：アイデアソンについて 

 

別添１：出席者名簿 

別添２：席次表 

別添３：参画申請書（中部電力） 

別添４：参画申請書（早稲田大学有賀教授） 

別添５：社名変更の届出（日建設計） 

以上 



議決事項 第１号 協議会規約の改定について 

１．改正の趣旨 

（1）監査委員の設置（第５条第１項第２号）

今回の改正により四日市スマートリージョン・コア推進協議会（以下「推進協

議会」という。）で予算を計上できるよう規定の整備を行うことから、合わせて監

査委員の設置を行う。 

(2) 会長の副市長への変更（第５条第２項）

推進協議会は国の補助事業を四日市市に事業委託して執行する予定のため、委

託契約において双方代理の制限に抵触するため、推進協議会会長を市長から副市

長に変更する。 

(3)会議招集の特例（第７条の２）

会議を招集する時間的余裕がない場合その他やむを得ない場合には書面によ

り賛否を問い、会議に代えることができる旨規定する。 

(4)事務局規程の整備（第 11 条第３項）

国庫補助事業をはじめとする事業の執行にあたり必要となる事項を規定する。 

（5）協議会予算の計上、財務規程の整備（第 12 条第２項、第 12 条の２）

協議会が国庫補助事業の採択を受けて事業を実施することから、国庫補助金及

び市の負担金を財源とする予算を計上する。また、これに必要となる事項を規定

する。 

２．改正日 

令和５年８月１７日（木） 

 令和５年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会第１回幹事会において規

約改正を諮る。 

３．新旧対照表、規約（改正前、改正後） 

別紙のとおり 
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○案

四日市スマートリージョン・コア推進協議会規約の一部改正について

四日市スマートリージョン・コア推進協議会規約の一部を次のように改正する。

改正後 改正前

 （役員）

第５条 協議会に次の役員を置く。

(1) 会長 １人 

(2) 監査委員 １人 

２ 会長は、四日市市副市長とする。

３ 会長は、会務を総理し協議会を代表

する。

４ 会長は、必要に応じて会議を招集す

ることができる。

５ 会長は、監査委員を会員の中から指

名する。

６ 監査委員は、協議会の会計監査を行

い、その結果を協議会の会議において

報告する。

７ 前項における会計監査の方法及び手

続については、四日市市の例により行

うものとする。

（幹事会）

第７条 （略）

２ 幹事会長は、四日市市副市長とする。 

３から６まで （略）

（会議招集の特例）

第７条の２ 会長は、緊急の必要があり

 （会長）

第５条 協議会の会長は、会務を統括し

て協議会を代表する。

２ 会長は、四日市市長とする。

３ 会長は、必要に応じて会議を招集す

ることができる。

（幹事会）

第７条 （略）

２ 幹事会長は四日市市副市長とする。

３から６まで （略）
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○案  

 

会議を招集する時間的余裕がない場合

そ の 他 や む を 得 な い 理 由 の あ る 場 合

は、議事の概要を記載した書面を各委

員に回付し、賛否を問い、会議に代え

ることができる。  

２ 前条第５項及び第６項の規定は、前

項の場合について準用する。  

 

 （庶務）  

第１１条 （略）  

２ （略）  

３ 事務処理に関し必要な事項は、会長

が別に定める。  

 

 （経費等）  

第１２条 （略）  

２  本 会 の 事 業 に 要 す る 経 費 に つ い て

は、予算により、これを定める。  

 

 

（財務に関する事項）  

第１２条の２ 協議会の予算編成、現金

の 出 納 そ の 他 財 務 に 関 し 必 要 な 事 項

は、会長が別に定める。  

 

 （協議会が解散した場合の措置）  

第１２条の３ 協議会が解散した場合に

は、協議会の会計は、解散の日をもって

打ち切り、残余財産については会長であ

ったものがこれを決算する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（庶務）  

第１１条 （略）  

２ （略）  

 

 

 

（経費等）  

第１２条 （略）  

２  本 会 の 事 業 に 要 す る 経 費 に つ い て

は、実施主体となる会員がその事業費

を負担し、一切の責任を負う。  

 

 



○案  

 

 附  則  

 （施行期日）  

この規約は、令和５年８月１７日から施行する。  



「四日市スマートリージョン・コア推進協議会」規約 

（名称） 

第１条 本会は、「四日市スマートリージョン・コア推進協議会」（以下、「協議会」という。）と称す

る。 

（目的） 

第２条 協議会は、公民学が一体となって 、相互に連携・協力し、地域の抱える様々な課題を解決す

るために、ⅠｏＴやＡＩを含むＩＣＴ等の先端技術を活用し、都市の機能と魅力を高め、活力あふれ

る都市を実現することを目的とする。 

（事業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） スマートシティ化に向けた実行計画の策定

（２） スマートシティ化に向けた事業の推進

（３） その他協議会の目的を達成するため必要な事業

（会員） 

第４条 協議会は、市長が委嘱する委員、目的に賛同する企業、団体、地方公共団体等をもって組織す

る。 

（会長） 

第５条 協議会の会長は、会務を統括して協議会を代表する。 

２ 会長は、四日市市長とする。 

３ 会長は、必要に応じて会議を招集することができる。 

（組織） 

第６条 協議会に、幹事会、ワーキンググループを設置する。 

２ 幹事会は、協議会の円滑な運営に関して必要な調整を行い、実行計画を策定する。 

３ ワーキンググループは、実行計画に定める事業の検討を行うため、必要に応じて会長が設置するこ

とができる。 

（幹事会） 

第７条 幹事会は、会員の中から会長が指名する者で構成し、新たに追加する場合は幹事会の承認を必

要とする。 

２ 幹事会長は四日市市副市長とする。 

３ 幹事会には座長を置くものとし、座長は、会長の指名により定める。 

４ 座長は、専門的な識見をもって第２条の目的の達成に必要となる助言を行う。 

５ 幹事会の議決は幹事会員総数の過半数をもって決し、可否同数のときは幹事会長がこれを決する。 

６ やむを得ない理由により会議に出席できない会員は、あらかじめ通知された事項につき、書面をも

って議決権を行使することができる。 
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（ワーキンググループ） 

第８条 ワーキンググループの構成は、会員又は会員の推薦を受けた者をもって充てる。 

２ ワーキンググループには、必要に応じて会長が定めるアドバイザーを置くことができる。 

３ アドバイザーは、専門的な識見をもって第２条の目的の達成に必要となる助言を行う。 

 

（関係者の意見聴取等） 

第９条 幹事会及びワーキンググループは、活動の為必要があると認めるときは、関係者に対し、出席

を求めて説明若しくは意見を聴き、又は資料の提供を求めることができる。 

 

（会議の公開について） 

第１０条 幹事会については、原則公開とする。ただし、座長は、公開することにより、公正かつ円滑

な会議運営に著しい支障が生ずると認められるなど、特別な理由がある場合には非公開とすることが

できる。 

２ ワーキンググループについては、非公開で行うものとする。 

 

（庶務） 

第１１条 協議会運営及び活動内容に関する事務処理を行うため、事務局を四日市市役所内に設置す

る。 

２ 事務局は、協議会の運営にあたって、以下の活動を担当する。 

（１） 本規約に定める事務手続き 

（２） 協議会の目的達成に必要な各種資料の作成 

（３） その他協議会の運営に必要な事務 

 

（経費等） 

第１２条 会議等に要する費用及び参加報酬等は、特に事務局からの提示がない限り、会員の自己負担

とする。 

２ 本会の事業に要する経費については、実施主体となる会員がその事業費を負担し、一切の責任を負

うものとする。 

 

（秘密保持） 

第１３条 協議会の会員は、協議会において知り得た活動内容または他の会員（以下「開示者」とい

う。）に関する一切の事項を、開示者に無断で第三者に開示又は漏えい等してはならない。 

 

（知的財産権等） 

第１４条 第３条に定める事業によって生ずる可能性のある知的財産権等の帰属については、別途団体

間であらかじめ書面をもって明確にする。 

 

（雑則） 

第１５条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項は、会長が別に定める。 

 



附 則 

この規約は、令和３年８月１２日から施行する。 



「四日市スマートリージョン・コア推進協議会」規約 

（名称） 

第１条 本会は、「四日市スマートリージョン・コア推進協議会」（以下、「協議会」という。）と称す

る。 

（目的） 

第２条 協議会は、公民学が一体となって 、相互に連携・協力し、地域の抱える様々な課題を解決す

るために、ⅠｏＴやＡＩを含むＩＣＴ等の先端技術を活用し、都市の機能と魅力を高め、活力あふれ

る都市を実現することを目的とする。 

（事業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） スマートシティ化に向けた実行計画の策定

（２） スマートシティ化に向けた事業の推進

（３） その他協議会の目的を達成するため必要な事業

（会員） 

第４条 協議会は、市長が委嘱する委員、目的に賛同する企業、団体、地方公共団体等をもって組織す

る。 

（役員） 

第５条 協議会に次の役員を置く。 

（１） 会長 １人

（２） 監査委員 １人

２ 会長は、四日市市副市長とする。 

３ 会長は、会務を総理し協議会を代表する。 

４ 会長は、必要に応じて会議を招集することができる。 

５ 会長は、監査委員を会員の中から指名する。 

６ 監査委員は、協議会の会計監査を行い、その結果を協議会の会議において報告する。 

７ 前項における会計監査の方法及び手続については、四日市市の例により行うものとする。 

（組織） 

第６条 協議会に、幹事会、ワーキンググループを設置する。 

２ 幹事会は、協議会の円滑な運営に関して必要な調整を行い、実行計画を策定する。 

３ ワーキンググループは、実行計画に定める事業の検討を行うため、必要に応じて会長が設置するこ

とができる。 

（幹事会） 

第７条 幹事会は、会員の中から会長が指名する者で構成し、新たに追加する場合は幹事会の承認を必

要とする。 
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２ 幹事会長は、四日市市副市長とする。 

３ 幹事会には座長を置くものとし、座長は、会長の指名により定める。 

４ 座長は、専門的な識見をもって第２条の目的の達成に必要となる助言を行う。 

５ 幹事会の議決は幹事会員総数の過半数をもって決し、可否同数のときは幹事会長がこれを決する。 

６ やむを得ない理由により会議に出席できない会員は、あらかじめ通知された事項につき、書面をも

って議決権を行使することができる。 

 

（会議招集の特例） 

第７条の２ 会長は、緊急の必要があり会議を招集する時間的余裕がない場合その他やむを得ない理由

のある場合は、議事の概要を記載した書面を各委員に回付し、賛否を問い、会議に代えることができ

る。 

２ 前条第５項及び第６項の規定は、前項の場合について準用する。 

 

（ワーキンググループ） 

第８条 ワーキンググループの構成は、会員又は会員の推薦を受けた者をもって充てる。 

２ ワーキンググループには、必要に応じて会長が定めるアドバイザーを置くことができる。 

３ アドバイザーは、専門的な識見をもって第２条の目的の達成に必要となる助言を行う。 

 

（関係者の意見聴取等） 

第９条 幹事会及びワーキンググループは、活動の為必要があると認めるときは、関係者に対し、出席

を求めて説明若しくは意見を聴き、又は資料の提供を求めることができる。 

 

（会議の公開について） 

第１０条 幹事会については、原則公開とする。ただし、座長は、公開することにより、公正かつ円滑

な会議運営に著しい支障が生ずると認められるなど、特別な理由がある場合には非公開とすることが

できる。 

２ ワーキンググループについては、非公開で行うものとする。 

 

（庶務） 

第１１条 協議会運営及び活動内容に関する事務処理を行うため、事務局を四日市市役所内に設置す

る。 

２ 事務局は、協議会の運営にあたって、以下の活動を担当する。 

（１） 本規約に定める事務手続き 

（２） 協議会の目的達成に必要な各種資料の作成 

（３） その他協議会の運営に必要な事務 

３ 事務処理に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

（経費等） 

第１２条 会議等に要する費用及び参加報酬等は、特に事務局からの提示がない限り、会員の自己負担

とする。 

２ 本会の事業に要する経費については、予算により、これを定める。 



（財務に関する事項） 

第１２条の２ 協議会の予算編成、現金の出納その他財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

（協議会が解散した場合の措置） 

第１２条の３ 協議会が解散した場合には、協議会の会計は、解散の日をもって打ち切り、残余財産に

ついては会長であったものがこれを決算する。 

 

（秘密保持） 

第１３条 協議会の会員は、協議会において知り得た活動内容または他の会員（以下「開示者」とい

う。）に関する一切の事項を、開示者に無断で第三者に開示又は漏えい等してはならない。 

 

（知的財産権等） 

第１４条 第３条に定める事業によって生ずる可能性のある知的財産権等の帰属については、別途団体

間であらかじめ書面をもって明確にする。 

 

（雑則） 

第１５条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附 則 

この規約は、令和３年８月１２日から施行する。 

 

 附 則 

この規約は、令和５年８月１７日から施行する。 



四日市スマートリージョン・コア推進協議会会員の変更案

有識者

東京大学大学院 工学系研究科 准教授 村山 顕人（座長）

名城大学理工学部 社会基盤デザイン工学科 教授 松本 幸正

早稲田大学大学院 創造理工学研究科 教授 有賀 隆

交通
関係者

近畿日本鉄道㈱

三重交通㈱

三岐鉄道㈱

三重県タクシー協会／㈱三交タクシー

商工関係者
大規模権利者
事業展開企業

学校法人みえ大橋学園

㈱近鉄百貨店

四日市商工会議所

㈱ディア四日市

近鉄グループホールディングス㈱

近鉄不動産㈱

㈱シー・ティー・ワイ

㈱三十三銀行

中部電力㈱

行政

国土交通省 中部地方整備局 三重河川国道事務所

三重県 県土整備部 都市政策課

四日市市（会長：副市長舘英次）

幹事会役員 オブザーバー

国土交通省 都市局

国土交通省 中部地方整備局

国土交通省 中部運輸局

賛助会員

㈱日建設計

㈱バカン

㈱FIXER

富士通Japan㈱

FUTURE㈱

㈱マクニカ

資料２
令和５年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会 第１回幹事会／令和５年８月１７日
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令和５
（2023）年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

四日市
スマート

リージョン・コア
推進協議会

協議会運営、
実行計画の推進

データ
プラット

フォームWG

モビリティWG

その他

四日市市

データ
プラットフォーム

3D都市モデル

情報発信

社会実験等

アイデアソン

中央通り再編
工事

●
DPFWG6/28

●
DPFWG

今年度のスケジュールについて

自動運転社会実験・イベント連携 等

機能拡充・利用ルールの策定 等

工事（先行整備区間）

【SC実装化支援事業エントリー】

【その他検討（脱炭素、人流分析、情報発信、水素利用 等）】

資料３現時点

●
R5第1回

8/17

幹事会 幹事会
●

R5第3回

幹事会

令和５年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会 第１回幹事会／令和５年８月１７日

●
R5第2回

将来都市イメージの重畳、人流データの重畳 等

HP構築などの情報発信検討

●
MWG7/12

●
MaaS分科会6/27

●
次モビ分科会5/19

●
DPFWG

●
DPFWG

●
MWG

●
MaaS分

●
次モビ分

●
MWG

●
MaaS分

●
 次モビ分

●
MWG

アイデアソン
(一般市民参加想定)

ワークショップ
(中央通り事業者等メイン)

●
事業採択

● 8/7

事業実施（適宜報告等）
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資料4-1

データプラットフォームWGの実施状況について

令和５年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会 第１回幹事会／令和５年８月１７日
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ワーキンググループ（WG）の設置状況

（代表、アドバイザー、オブザーバー、事務局および事務局補佐を除き五十音順_継承略）

令和3年12月にデータプラットフォームWGとモビリティWGをそれぞれ以下のメンバー構成で設置した。

モビリティWG参画企業 位置づけ

㈱マクニカ 代表
近鉄グループホールディングス㈱

三岐鉄道㈱
㈱シー・ティー・ワイ

中部電力㈱
㈱日建設計
㈱バカン
㈱FIXER

FUTURE㈱
富士通Japan㈱

三重県タクシー協会
三重交通㈱

四日市商工会議所
国土交通省三重河川国道事務所 オブザー

バー
四日市市 事務局

㈱日建設計総合研究所 事務局補佐

データプラットフォームWG参画企業 位置づけ

㈱シー・ティー・ワイ 代表

近鉄グループホールディングス㈱

㈱三十三銀行

中部電力㈱

㈱日建設計

㈱バカン

㈱FIXER

富士通Japan㈱

㈱マクニカ

三重交通㈱

四日市商工会議所

庄司 
昌彦

アドバイ
ザー

四日市市 事務局

㈱日建設計総合研究所 事務局補佐

内閣官房 オープンデータ伝道師
武蔵大学



3

データプラットフォームWG 実施報告

第8回 データプラットフォームWG

〔報告内容〕

・令和5年度の活動方針（検討内容）
・活動方針に基づいた地域との連携
・年間スケジュールについて

開催日時：令和５年6月28日 13時00分～14時30分
開催形式：オンライン
出席者 ：後述
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データプラットフォームWG 実施報告

四日市スマートリージョンコア推進協議会（幹事会）報告
第8回 データプラットフォームWG（出席者）
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データプラットフォームWG 実施報告

令和5年度は、昨年度、データプラットフォームWGで開催したワークショップで出た
課題やニーズ、実施主体者の情報をもとに、以下のTASKに整理し協議を進める。

TASK 1
実施主体者とともに、
既存事業でのデータの利活用を検討
※既存事業（R5年度）は地域イベントを想定

TASK 2

官民利用を見据えたデータプラット
フォームの利活用ルールの作成

新たなサービス創出
（データ利活用）

データ利活用
ルールの策定

〔報告〕令和5年度の活動方針
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データプラットフォームWG 実施報告

「リージョン・コアYOKKAICHI地区」の活性化、賑わい創出を目的としている
四日市エリアプラットフォームと連携して、データを活用した取り組みを実施

〔報告〕活動方針に基づいた地域との連携
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データプラットフォームWG 実施報告

項目 内容（補足）

行事名 お諏訪さん市

内 容 商店街の回遊性を狙い、四日市中心部の各商店街が連携した取り組み

開催日
令和５年11月18日・19日
・11月、12月は商店街のイベントが少なく企画された
・令和５年度はB1グランプリにあわせ企画

開催時間 10時00分～16時00分（場所により21時まで）

開催頻度 年に1回（2回目開催・来年度も開催見込）

主催者 諏訪栄街地区まちづくり協議会
（四日市）エリアプラットフォームは協力

スタッフ数 約10名

周知 SNS（インスタ・facebook・Twitter）、B1グランプリのチラシへの掲載

企画方法 具体的検討は、7月・8月頃から。

・連携するイベント案は、11月18日、19日に開催予定の「お諏訪さん市」
・「お諏訪さん市」開催に向けた課題やニーズのヒアリングをエリアプラットフォーム事務局へヒアリング

〔同団体との検討状況〕

・四日市エリアプラットフォームが関連するイベントで、現存するデータで活用できるデータの
確認（イベント企画での活用の可否等）、今後、イベントを企画する上で必要なデータの確認
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データプラットフォームWG 実施報告

ニーズ／課題（抜粋）
・JR四日市駅側の乗降者の場合、来場者の動線がJR四日市駅と三滝通りのピストン、三滝通
りからシャトルバスの利用で商店街がスルーされる懸念。

・来場者の目的が不明①
アンケートも検討したが、取得できる数量が限定的のため、未実施

・来場者の目的が不明②
商店街への効果、今後のイベント企画のため、来場者がどこに立ち寄ったのか、
滞留している人が何をしているのか、不明。

・イベントの企画が来場者の満足度に繋がっているか不明。
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データプラットフォームWG 実施報告
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データプラットフォームWG 実施報告

12月7日

1月20日

2月21日

5月25日

9月15日

11月24日

令和３年

令和４年

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

 代表企業の選定
 データプラットフォームWGの概要

 地域情報化アドバイザーご紹介
 各社様サービス／データ利活用紹介
 四日市版データプラットフォームのあるべき姿の検討
 四日市版データプラットフォームのコンセプト共有
 実行計画に記載するサービス案

 令和４年度の検討方針共有
 勉強会：情報銀行について

 各種進捗報告
 データプラットフォームWG 今後の進め方（新スキーム）共有

 各種進捗報告
 WSの開催について

3月8日第７回  各種進捗報告
 WSにて収集した意見の整理

1月17日 データプラットフォームWG主催 ワークショップ

令和５年

〔過年度の成果〕WGの開催状況

今
回
の
ご
報
告

6月28日第８回
 各種進捗報告
 WG活動方針
 地域団体との連携



1

資料4-2

モビリティWGの実施状況について

令和５年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会 第１回幹事会／令和５年８月１７日



2（代表、アドバイザー、オブザーバー、事務局および事務局補佐を除き五十音順_継承略）

ワーキンググループ（WG）の設置状況
令和3年12月にデータプラットフォームWGとモビリティWGをそれぞれ以下のメンバー構成で設置しました。

モビリティWG参画企業 位置づけ

㈱マクニカ 代表

近鉄グループホールディングス㈱

三岐鉄道㈱

㈱シー・ティー・ワイ

中部電力㈱

㈱日建設計

㈱バカン

㈱FIXER

FUTURE㈱

富士通Japan㈱

三重県タクシー協会

三重交通㈱

四日市商工会議所

国土交通省三重河川国道事務所 オブザーバー

四日市市 事務局

㈱日建設計総合研究所 事務局補佐

データプラットフォームWG参画企業 位置づけ

㈱シー・ティー・ワイ 代表

近鉄グループホールディングス㈱

㈱三十三銀行

中部電力㈱

㈱日建設計

㈱バカン

㈱FIXER

富士通Japan㈱

㈱マクニカ

三重交通㈱

四日市商工会議所

庄司 昌彦 アドバイザー

四日市市 事務局

㈱日建設計総合研究所 事務局補佐

内閣官房 オープンデータ伝道師
武蔵大学
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（代表、アドバイザー、オブザーバー、事務局および事務局補佐を除き五十音順_継承略）

モビリティWG 分科会について

• 下表の企業各位に参加申し込みをいただいております。

次世代モビリティ分科会

㈱シー・ティー・ワイ

㈱FIXER

富士通Japan㈱

三重交通㈱

データ連携・MaaS創出分科会

近鉄グループホールディングス㈱

㈱シー・ティー・ワイ

㈱バカン

㈱FIXER

富士通Japan㈱

三重交通㈱

四日市商工会議所

※分科会へのご参加は随時受け付けております。参加を希望される場合は、
  事務局補佐の日建設計総合研究所小松 （komatsu.koki@nikken.jp）、和田（wada.masato@nikken.jp ）にご連絡ください。
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令和5年度モビリティWGにおける分科会について
■各分科会の活動内容概要と本年度のスケジュール
①次世代モビリティ分科会
・自動運転バスやパーソナルモビリティといった次世代モビリティの社会実装検討
②データ連携・MaaS 創出分科会
・「四日市版MaaS」創出に向けた活動
③スマートバスタ分科会（こちらは現在ペンディング中）
・バスタの先進的な利活用に関する議論を通してバスタの活用率を最大化する目的

• おおまかなスケジュールは下記を想定しております。
• 分科会を先行して実施し、決定事項や課題、協議項目をWG内で共有しながら進めてまいります
• 分科会につきましては、3ヵ月毎で実施しますが、実証実験前後等で緊急開催する可能性はございます

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 1２月 1月以降

WG開催
（案）

● ●

次世代モビ
リティ

データ連携、
MaaS

スマート・
バスタ

幹事会 ●

社会実証：
11/1/-16(調整中）

実行計画
ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ

8/19（本日）

実施報告

第6回分科会

第7回WG
(7/12 実施済）

第４回幹事会

第8回WG

開催未定

第５回以降幹事会は調整中

第2回分科会
(5/19 実施済）

第5回分科会
(6/27実施済）

第4回分科会
(3/16実施済）

第3回分科会

第７回分科会

第４回分科会
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モビリティWG 実施報告

（データ連携・MaaS分科会）第4回
令和5年3月16日 (木)

 前回の分科会議論振り返り
• 「四日市版MaaS」開発に向けた各社様からの意見共有

 「四日市版MaaS（仮）」開発プロセス案について
• 開発に向けた役割分担や進め方に関する意見交換

＊Phaseを3つに分けて、スモールスタートから初めて
段階的に開発を進めていく方向性にて各社合意

(モビリティWG) 第7回 
令和5年7月12日（水）

 今年度の自動運転実証実験について（全体像確認）

 データ連携・MaaS分科会/次世代モビリティ分科会
における議論内容の振り返り

 SC実装化支援事業を踏まえたモビリティ分野の取組

＊国交省スマートシティ実装化支援事業への採択により、令
和5年度から3年間で「四日市版MaaS」の開発構築を本格的
に進めていきながら、一方で自動運転等の次世代モビリティ
も合わせて実装を目指す

（次世代モビリティ分科会) 第2回
 令和5年5月19日 (金)

 昨年度実証実験「まちなかモビリティ」について
• 令和4年度に実施した実証実験の振返り（要約）共有

 「四日市版MaaS」今年度の実施事項（案）

 モビリティ実証実験と参加募集について
• 令和5年度の実証実験に向けた次世代モビリティ活用に関
する参加企業の募集を実施

（データ連携・MaaS分科会）第5回
令和5年6月27日 (火)

 四日市版MaaS（仮）開発プロセス案について

• 中長期企画概要（フェーズ1~3の概要・スケジュール）

• 今年度の企画概要（フェーズ1としてのデジタルスタンプ
ラリー等）

• 今年度のスケジュール（秋のイベントまでのマイルストン
等）
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モビリティWG 実施報告（令和5年度実証実験）

レベル3相当

。 があった。
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モビリティWG 実施報告（令和5年度実証実験）
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モビリティWG 実施報告（SC実装化支援事業への採択）

㈱FIXER
早稲田大学(予定)
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モビリティWG 実施報告（SC実装化支援事業への採択）
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モビリティWG 実施報告（四日市版MaaS Phase1）
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モビリティWG 実施報告（四日市版MaaS Phase1）
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モビリティWG 実施報告（デジタルスタンプラリー向けお願い事項）



資料5

1

㈱FIXER
早稲田大学(予定)



提案内容のサマリー 1/2

検討の階層 № 取り組み内容

サービス｜
まちなか

ウォーカブル・
ネットワーク

01
ウォーカブル・ネットワーク、
交通結節拠点としてのスマート・

バスタの整備

02 待ち時間や移動時間を楽しめる
モビリティの導入

03 ウォーカブル＋ウェルネス環境の
展開

サービス｜
使える・楽しめる

パブリック
スペース

04 パブリックスペースの可能性最大化

05 インタラクティブな
ストリートファニチャー

06 災害に強い中央通り

サービス｜
交流・賑わいの
バリューアップ

07 人流誘導による商店街活性化

08 スマート図書館

09 メタバース（デジタルツイン）

ソフト・インフラ
10 データプラットフォーム

11 3D都市モデル

ハード・インフラ 12 スマート・インフラ

（仮）中央通りを中心としたデジタル時空間（ストック）マネジメント

「四日市スマートリージョン・コア実行計画」に定める取り組み 今回ご提案する実証実験の内容

❶

❷

❸

❹

利活用空間活性化ツールの構築
（左記03・04・10・12と対応）

四日市版MaaS（Phase-1）の構築
（左記02と対応）

バーチャル空間における
コミュニケーション・ツールの構築

（左記09・11と対応）

中央通りにおける3D都市モデルを活用した
プランニング／マネジメント・ツールの構築
（左記11及び実行計画p.17「ソフト・インフラ」と対応）
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・データプラットフォーム等のソフトインフラの整備
・中央通り再編に合わせたハードインフラの整備

中央通りに整備されるインフラを活用した
ウォーカブルな中心市街地・さらなる活性化の実現

Cyber（ソフトインフラ）

Physical（ハードインフラ）

デジタル
サイネージ

カメラ・
センサー

データ
プラットフォーム

3D都市モデル

四日市スマートリージョン・コア
～都市軸と新たな「市（賑わい）」の創出～

❷四日市版MaaS（Phase-1）構築
・自動運転バスやパーソナルモビリ
ティなども含めた総合的な公共交
通予約決済サービスの構築

・将来的に駐車場、ホテル、レスト
ラン等の予約システムとの連携を
見据えた「MaaS×街歩き」サー
ビスの展開

❹中央通りにおける3D都市モデルを
活用したプランニング／マネジメン
ト・ツールの構築

・PLATEAUを活用した中央通りのデジ
タルインフラ台帳構築

・データ利活用による中央通り公共
空間及び施設計画の最適化ツールの
構築

❸バーチャル空間における市民間の
コミュニケーション・ツールの構築

・既存の「メタバースYOKKAICHI」の
PLATEAUデータを活用したアップ
デート

・バーチャル空間上におけるアバ
ターを活用した市民間の意見交換、
集約機会の創出、サービス化

中央通りの段階的な整備に応じた
継続的な都市マネジメント

ダッシュボード

中央通り

実証内容のサマリー 2/2

❶利活用空間活性化ツールの構築
・人流計測用のAIカメラ（スマー
ト・インフラ）と情報発信用のデ
ジタルサイネージの整備

・取得したデータを視覚化するダッ
シュボードの構築

・３者向けのサービス開発（混雑状
況などの情報発信など市民向け、
マーケティング情報など事業者向
け、施策の効果把握など行政向
け）
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❶利活用空間活性化ツールの構築（スマート・インフラの整備）
■施策の概要

■主体 ■期待する効果

各事業の概要 1/5

中央通り沿いの先行街区
にスマート・インフラを
整備

※街路灯やポールなどの躯体は別途整備、
今回対象はAIカメラとデジタルサイネージの設備のみ

＜スマート・インフラの種類＞
種類 目的

環境センサ 温湿度等の
微気候の計測

WiFiアクセスポ
イント

公衆ネットワークの
提供

ローカル5G
ゲートウェイ

機器同士の接続や
データ転送

AIカメラ
（車用、歩行者用）

歩行者や自動車の交通
量等の計測

デジタル
サイネージ 各種情報発信

※後述するサービスを展開す
るための基盤構築に関する
内容のため、スマート・イ
ンフラを設置することによ
る効果は想定していません。

各街区の利活用空間
周辺に集中的に整備

黄色の部分が
今回の支援対象

【AIカメラ、デジタルサイネージ】
市、㈱シー・ティー・ワイ
（整備、管理運営）

※環境センサ、WiFiアクセスポ
イント、ローカル5Gゲートウェ
イは別事業で整備

先行街区

■スケジュール
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■主体 ■期待する効果
中央通り沿いの歩行
者交通量を増加させ
るとともに、利活用
空間のイベント数・
来街者数を増加させ
ることを目指す。

■スケジュール

各事業の概要 2/5

❶利活用空間活性化ツールの構築（３者向けサービス展開）

●屋外空間の快適度が分かる
●混雑状況を確認できる
●Wi-Fiの利用可能範囲が広がる
（災害発生時にも情報アクセスしやすい）

●マーケティングに活用できる
●キッチンカー事業者などが出店場所を決めやすい
●データを活用した新たなサービスを開発できる

●日常的な交通量を計測できる
●イベント等の開催効果が分かる
●人流を適切に把握できる
●災害発生時の情報発信の一助となる
（将来的には防犯カメラとしての活用可能性も考えられる）

市
民
向
け

事
業
者
向
け

自
治
体
向
け

中央通り

地域ポータル（提供中）

イベント情報
にぎわい指数

情報番組／データ放送（提供中）サイネージ（新規）

ケーブルテレビ事業
サービスエリア
コミュニティＦＭ
（放送区域）

サービス提供エリア

市民との
接続率
約90%

データ利活用サービス

■施策の概要
3者(市民･行政･事業者)向けダッシュボードを構築しテレビ・スマホなど各種媒体を通じ地域へ情報発信及び利活用の促進

四日市データプラットフォーム

オープンデータ
活用

温度／湿度etc 人流／属性 交通量 アクセスログ

環境センサ 歩行者用AIカメラ 車用AIカメラ 公衆WiFi

①スマートインフラの構築

ローカル５G

中央通り沿いの歩行者交通量を増加
させるとともに、利活用空間のイベン
ト数・来街者数を増加させることを目
指す。

市、㈱シー・ティー・ワイ
（整備、管理運営）
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■施策の概要

■主体 ■期待する効果 ■スケジュール

各事業の概要 3/5

❷四日市版MaaS（Phase-1）の構築

各種公共交通の一括予約・決済システムの構築による広域及び市
内の移動円滑化と、駐車場予約などの機能を組み合わせた拡張型
MaaSの構築
・データプラットフォームとの連携
・駐車場予約やホテル予約などの外部サービスとの連携（公共交通及び外
部サービスの予約・決済ページへのリンクを貼ることで対応）

※マイナンバー及び共通ID認証システムはR8年度以降の実装を想定

R８年度以降：Phase-2
共通IDを活用した他企業アプリと連携（観光予約サイト、グルメ、

ポータルサイト等）した「MaaS×街歩き」を実現

公共交通利用者数、駐車場
や周辺店舗等の利用者数、
観光客数の増加を目指す。

・市、㈱マクニカ（整備、管理運営）
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■施策の概要

■主体 ■期待する効果 ■スケジュール

3D都市モデルPLATEAU

メタバース YOKKAICHI

各事業の概要 4/5

❸バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築

• 仮想空間における将来イメージの重畳（バスタ円形デッキ、JR駅前の開発）
• 市民参加型のまちの利活用に関する交流（イベント開催、空間内の社会見学）
• 幅広い市民の方がアバターを介してコミュニケーション、意見交換を行う

・市（必要なデータ提供）
・㈱FIXER（バーチャル空間の整備
・管理運営）

・早稲田大学（実施支援）

バーチャル空間上における
イベント数・参加者数の増加
に伴う、市民の関心度の向
上、地域産業の活性化、来
訪者数の増加を目指す。
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■施策の概要

■主体 ■期待する効果 ■スケジュール

各事業の概要 5/5

❹中央通りにおける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジメント・ツールの構築

・市（業務発注） 3D都市モデルを活用したインフラの
効率的な維持管理の効率化に加え、
より使いやすい公共空間の実現を目
指す。

8

■施策の概要

樹木情報の一元管理と、
CO₂排出量などの情報付加

電気・上下水・通信などの
地下埋設インフラの3Dデジ
タル台帳化
～維持管理の効率化に寄与

PLATEAUを活用した中央通りのデジタル
インフラ台帳構築

人流測定結果等を活用したスマート・
プランニング
人流測定結果・シミュレーション結果等を活用した
施設等計画の最適化検討

人流測定結果 シミュレーション
結果

＋
パブリック
スペース・
施設計画等
へ反映

中央通りの段階的整備に
応じて精度向上
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資料６

スマート・インフラに係る検討について

令和５年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会 
第１回幹事会

先行整備区間におけるスマート・インフラ実装計画概要
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先行整備区間である西浦通り～市民公園東の西２期工事においては、スマートポールの整備を行う。
また、R５度SC実装化支援事業を活用し、AIカメラの実証、データの視覚化について、実装に向けた整備
を行う。

西浦通り～市民公園東（先行整備区間）

≪近鉄四日市駅周辺（ECI 事業区間）≫
・工事支障物件の移設工事を、各占用事業者が実施中
・全体工程の最適化を図るため、バスタ整備に係る「地下駐車場出口躯体」の設計を国から受託
・バスタ整備で支障となる地下駐車場の既存換気塔や階段等の移設設計について、国から受託し、設計着手予定
・地下駐車場出口移設に係る仮設土留工事の一部を国から受託し、工事着手予定

・工事作業ヤードの確保に必要となる樹木移植が完了しており、引き続き、タクシー乗り場などの移設工事や車道
振替工事、近鉄四日市駅東側の円形デッキの整備に着手

・ECI を採用したバスタ整備工事（１号近鉄四日市駅交通ターミナル整備工事）において、施工の実施を前提とした
優先交渉権者に（株）大林組が選定され、令和6 年から国により工事着手予定

≪西浦通り～市民公園東（先行整備区間）≫
・令和4 年度に“西1 期工事”にて、歩行者空間を広げる工事を完了
・既発注の“西2 期工事”及び“西3 期工事（植栽工等）”にて、令和5 年度に
歩道部等を含め先行整備区間を完成予定

・令和5 年度から6 年度にかけて市民公園の整備を予定

≪国道1 号～JR 四日市駅≫
・令和5 年度から令和6 年度にかけて車道を縮小し歩道を広げる工事に着手し、引き続き、
北側の歩行空間整備（公園化整備）を進める予定

・Park-PFI の活用に向け、公開型のアンケート調査を5 月下旬から実施し、このアンケート
結果を踏まえ、Park-PFI 事業への関心が高い事業者を中心に詳細なサウンディング調査
を実施し、事業者公募に向けた検討を進める
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先行整備区間（西２工区）におけるスマート・インフラ整備の目的

歩行者及び自転車断面交通
量の計測

利活用空間における歩行者
滞留量の計測
利活用空間における温度、
湿度、WBGTの計測

自動車交通量、車種別交通
量の測定

※対象外

WiFiアクセスポイント、
ローカル5Gゲートウェイの
設置

※オプションとして検討

※対象外

R４年度第1回幹事会で提示したスマート・インフラの目的のうち、先行整備区間においては、下記項目を採用する。

上記収集データの視覚化

※PRライティングは対象外

R4年度第１回幹事会で提示 先行整備区間にお
いて導入する機能

（参考）先行整備区間におけるスマート・インフラ整備に係る基本方針（案）
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スマート・ポール 車道照明＋センサ類
利活用空間

車道照明＋WiFi

WiFiポール

※中央通り再編の計画内容については別途調整中のため、今後の協議等により変更となります。

以下に示す機器の設置個所と機器の種類を最大数とし、主に利活用空間のデータを計測することとする

WiFiアクセスポイント
ローカル5Gゲートウェイ

WiFiアクセスポイント
ローカル5Gゲートウェイ

WiFiアクセスポイント
ローカル5Gゲートウェイ

WiFiアクセスポイント
ローカル5Gゲートウェイ

センシング機器 センシング機器

先行整備区間におけるスマート・インフラの設置個所と種類
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利活用空間およびスマート・ポールについて

■スマート・ポール デザイン案
（各機器設置位置イメージ）

利活用空間のイメージ

■利活用空間の考え方
（第15回デザインワーキンググループ資料より）
• 利活⽤空間については、歩⾏者利便増進道路（ほこみち）の
指定を⾒据え、占⽤可能範囲等について検討を行った。

• 利活⽤空間の使われ⽅については、基本的には緑化施設（プ
ランター）・休憩施設（テーブル・チェア）・⾷事購買施設
（仮設屋台・キッチンカー）を基本とし、ユマニテク前の幅1
ｍの地先については、休憩施設を設置可能な利活⽤空間とす
る計画。
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■実装までのスケジュール

国交省SC実装化支援事業におけるスマート・インフラ関係の取組み

■SC実装化支援事業提案書より抜粋

■事業スケジュール（提案書より）

R5年度 先行整備区間におけるスマート・インフ
ラの整備、視覚化の準備
・中央通りの先行整備区間において、スマー
ト・インフラ（AIカメラ、デジタルサイ
ネージ）を整備

・収集したデータを可視化するためのダッ
シュボード、３者（市民・事業者・行政
（管理者））向けのサービスを構築

R6～
R7年度

利活用空間の活性化、賑わいの創出
・先行整備区間を対象としたサービスを展開

(スマホ、デジタルサイネージ等への公開)
・下記の指標を定期的に公表、フィードバッ
クを繰り返すことに寄り、各年度末に成果
を検証
・利活用空間の利用者数増加
・歩行者交通量の増加
・キッチンカー等の出店回数増加



データプラットフォームについて 
 
 四日市スマートリージョン・コア実行計画に基づき、令和４年度にデータプラットフォー
ムの構築を行った。 
構築したデータプラットフォームは、今後整備するスマートインフラや、行政が保有する

オープンデータ、民間企業等が保有するデータ等、様々なデータと連携し、中心市街地にお
けるスマート化の取組（サービス）に必要なデータを供給するデータ連携基盤の機能のみ先
行して導入した。今後の取組に応じて、個人情報を扱うパーソナルデータ利活用基盤や住民
ポータル機能等を拡張予定。 
 
  

図２ データプラットフォームの概念図 

図１ 四日市スマートリージョン・コア実行計画スケジュール 
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アイデアソンについて 
 
 データプラットフォームの利活用推進に向けて、データを活用して地域課題を解決する
新たなサービスの創出を目的とした、アイデアソンを今年度の１０月に実施予定。テーマ
（中心市街地における解決すべき地域課題）を設定し、その解決方法についてのアイデア出
しを行う。 
 アイデアソンで設定するテーマ（解決すべき地域課題）については、８月７日（月）に開
催したワークショップ（図１参照）で出た意見をもとに検討する。 
 また、アイデアソンで出たアイデアについては、翌年度以降、ハッカソン等によって、そ
の実現方法について議論する予定（図２参照）。 
 

 

オープンデータ等を用いて
アイデアソンで出たアイデ
アを実現させる取り組み 

8/7 

ワークショップ 

開催 

10 月(予定) 

アイデアソン 

開催 

次年度以降 

ハッカソン等に発展 

中央通り（まちなか）の課題やニーズを考える 
～「本音で語る！中心市街地の現状とこれから」～ 

 
●日時 
令和５年８月７日（月） 

●場所 
四日市市地場産業振興センター（じばさん） 

●参加者 
約 30 名（リージョン・コア YOKKAICHI 地区 対象区域内の企業・団体・個人等） 

●内容 
参加者が２組に分かれて、前半はバーチャル街歩きにより、四日市市の中心市街地の現

状を共有し、後半は中心市街地の課題やニーズについて、フィッシュボウル形式により意
見交換する。 

図１ ワークショップ（８月７日開催）概要 

図２ 今後の予定 

アイデアソンのテー
マとなる地域課題に
ついて議論 

地域課題の解決方法
を議論 
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区分 所　　　属 氏　名 出欠 随行 現地／オンライン

東京大学　大学院
工学系研究科　准教授

村山　顕人 〇 現地

名城大学理工学部
社会基盤デザイン工学科　教授

松本　幸正 〇 オンライン

早稲田大学　大学院
創造理工学研究科　教授

有賀　隆 〇 オンライン

近畿日本鉄道㈱　鉄道本部　名古屋統括部　施設部　部長 阪田　道夫 〇 オンライン

三重交通㈱　専務取締役 久保田　重人 〇
企画部部長

小瀬古　恵則（現地）
現地

三岐鉄道㈱　自動車部　運行管理課長 伊藤　眞郷 〇 現地

㈱三交タクシー　代表取締役社長 橋本　明雄　
代理出席
専務取締役

染井　喜久
現地

学校法人みえ大橋学園　理事長 大橋　正行
代理出席

伊藤　和泉
現地

㈱近鉄百貨店　四日市店営業推進部営業推進課  担当マネー
ジャー

木室　康弘 〇 オンライン

四日市商工会議所　専務理事 山下　二三夫 〇
商工振興課長

水谷　貴宣（現地）
現地

㈱ディア四日市　代表取締役社長 鈴木　主計 〇 現地

近鉄グループホールディングス㈱　事業戦略部　部長 北畠　肇 〇
事業戦略部

今井　健太（現地）
現地

近鉄不動産㈱　名古屋事業本部賃貸事業部　部長 吉田　健 〇 オンライン

㈱シー・ティー・ワイ
取締役　取締役 ICTソリューション推進部 部長 安達 勝也

安達　勝也
代理出席

ソリューション営業課 課長

山本　龍太郎
現地

㈱三十三銀行　営業企画部　デジタル・リテール企画課　課長 福田　賢治 〇 オンライン

中部電力㈱　事業創造本部　課長 片山　哲郎 〇
事業創造本部

白江　真二（現地）
現地

国土交通省　中部地方整備局　三重河川国道事務所　副所長 毛利　勇 〇 オンライン

三重県　県土整備部　都市政策課　街路公園班　班長 辻　哲二 〇 左橋　直也（オンライン） オンライン

四日市市　副市長 舘　英次 〇 現地

㈱マクニカ　スマートシティ&モビリティ事業部　部長 福田　泰之 〇
 CPSソリューション開発部

小出 優（オンライン）
オンライン

国土交通省　都市局　街路交通施設課　街路交通施設安全対策官 崎谷　唯比古 〇 オンライン

国土交通省　都市局　都市政策課　デジタル情報活用推進室
専門調査官

坂口　正樹 〇 オンライン

国土交通省　都市局　都市計画調査室　都市交通係長 工藤　文也 〇 オンライン

国土交通省　中部地方整備局　建政部　都市整備課　課長補佐 中村　智和 〇 オンライン

国土交通省　中部運輸局　交通政策部　交通企画課長 勝山　祐樹 〇 オンライン

国土交通省　中部運輸局　三重運輸支局　首席運輸企画専門官 前葉　光司 〇 現地

四日市市　政策推進部
部長

荒木　秀訓

四日市市　政策推進部　政策推進課
課長

矢澤　賢太郎

四日市市　総務部　ICT戦略課
課長

林　雄士

四日市市　政策推進部　広報マーケティング課
課長

秦　英博

四日市市　危機管理統括部　危機管理課
課長

後藤　明彦

四日市市　シティプロモーション部　観光交流課
課長

大橋　剛

四日市市　商工農水部　商業労政課
課長

秦　昌洋
※オンライン

四日市市　商工農水部　工業振興課
課長

釜瀬　俊之
※オンライン

四日市市　環境部　環境政策課
課長

内糸　豊

四日市市　都市整備部　都市計画課
課長

鈴木　淳

四日市市　都市整備部　市街地整備課
課長

戸本　直弥

令和５年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会 　第１回幹事会
出席者名簿

令和5年８月１７日(木)　14:00～16:00
四日市商工会議所　３階　大会議室（オンライン併用）

交通
関係者

商工関係者
大規模権利者
事業展開企業

行政

幹事会
役員

行政
オブザー

バー

事務局 行政

有識者

賛助会員
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三岐鉄道㈱ 
自動車部 
運行管理課長 
伊藤 眞郷 

㈱ディア四日市 
代表取締役社長 
鈴木 主計 

四日市市 
副市長 

舘 英次 

スクリーン 

事務局 

令和５年度第１回四日市スマートリージョン・コア推進協議会 幹事会 席次表 

出

入

り

口 

四日市市 
都市整備部 
市街地整備課 

課長 

令和 5 年 8 月 17 日(木) 14：00～16:00 

四日市商工会議所 3 階 大会議室（オンライン併用） 

四日市市 
都市整備部 
都市計画課 

課長 

    

× 

× 

 

     

四日市市 
政策推進部 事務局 
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 × 

+※ WEB参加者については、【別添 1：出席者名簿】を参照ください 

 

記者または関係者席 

関係者 関係者 関係者 関係者 関係者 関係者 

× 

× × 

× 

× 

× × 

× 

× 

四日市市 
環境部 

環境政策課 
課長 

四日市市 
政策推進部 
政策推進課 

課長 

四日市商工会議所 
専務理事  
山下 二三夫 

日建設計 
総合研究所 

中部電力㈱ 
事業創造本部 課長 
片山 哲郎 

四日市市 
総務部 
ICT戦略課 
課長 

関係者 関係者 

四日市市 
政策推進部 

部長 

㈱シー・ティー・ワイ 
取締役 ICT ソリューション推進部 
部長 安達 勝也 
（代理：ソリューション営業課  

課長 山本 龍太郎） 

プロジェクター 

随 

行 

者 

随 

行 

者 

国土交通省中部運輸局 
三重運輸支局  

首席運輸企画専門官 
前葉 光司 

 × 

座長 
村山 顕人 

三重交通㈱ 
専務取締役 
久保田 重人 

四日市市 
ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ部 
観光交流課 

課長 

学校法人みえ大橋学園 
理事長 大橋 正行 
（代理：伊藤 和泉） 

近鉄グループホールディングス㈱ 
事業戦略部長 
北畠 肇 

四日市市 
政策推進部 

広報ﾏｰｹﾃｨﾝｸ課 
課長 

四日市市 
危機管理統括部 

危機管理課 
課長 

× 

関係者 
関係者 

㈱三交タクシー 
代表取締役社長 
橋本 明雄 
（代理：専務取締役 
染井 喜久） 
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参画申請 
 

2023 年 7 ⽉ 3 ⽇ 
 
四⽇市スマートリージョン・コア推進協議会 
会⻑ 森 智広 様 
 

早稲⽥⼤学理⼯学術院 教授 
⼤学院創造理⼯学研究科建築学専攻 
都市空間・環境デザイン研究室 有賀 隆 

 
謹啓 時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。⽇頃、本学の研究・教育には格別

のご⾼配を賜り、誠に有難うございます。 
 
申請者の早稲⽥⼤学理⼯学術院教授・有賀隆は、国⼟交通省スマートシティ実装化⽀援事

業への応募・参画に際して、「四⽇市スマートリージョン・コア推進事業・中央通りを中⼼
としたデジタル時空間（ストック）マネジメント」の趣旨に賛同し、四⽇市スマートリージ
ョン・コア推進協議会に⼊会いたしたいのでご承認くださるよう申請いたします。 

 
申請者は、本学において建築学の研究・教育を担当しています。とりわけ都市計画学・ま

ちづくり分野の研究では、国内外の都市・地域を対象として地域協働まちづくりの計画⽀援
技術の研究開発や実装化、また既存の市街地建築ストックや低未利⽤空間の再価値化によ
る地域環境再⽣の理論と⼿法研究で先導的な役割を果たしています。これまでに、（⼀社）
⽇本建築学会・都市計画委員⻑・理事や、（公益）⽇本都市計画学会・理事などを歴任し、
国内の同分野の発展に貢献してきました。 

 
また貴市においては、これまでに都市計画審議会・委員、中⼼市街地活性化基本計画策定

委員会・委員、⽴地適正化計画策定委員会・委員、さらに「ニワミチよっかいち」中央通り
再編基本計画・関係者調整会議・座⻑などを歴任し、貴市が進める都市計画⾏政ならびに市
街地整備事業に、専⾨家の⽴場から参画をしてきております。 

 
つきましては、貴市の「四⽇市スマートリージョン・コア推進事業・中央通りを中⼼とし

たデジタル時空間（ストック）マネジメント」の実現に向けて、申請者の協議会への参画に
ついて、ご承認を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 

謹⽩ 
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